
●サンプルプログラムの使い方 Ｖｅｒ１．００ ２００６.０２.２１ 

 

■対象ＣＰＵボード 【ＢＣＨ８ＳＸ１６５７】 

■動作環境 【ルネサステクノロジ製 ＨＥＷ４がインストゥールされているパソコン】 

■サンプルプログラム内容 

 以下に示す４つのサンプルプログラムが１つになったソースファイル「ｔｅｓｔ１６５７ｓ．

ｃ」、実行ファイル「ｔｅｓｔ１６５７ｓ．ｍｏｔ」がダウンロードできます。フォースライタ

で「ＢＣＨ８ＳＸ１６５７」に書き込み、フォースビューで動作確認することができます。ソー

スファイルも添付されています。 

 

 test_da() //Ｄ／Ａ出力テスト 

 test_ad() //Ａ／Ｄ入力テスト 

 test_io() //Ｉ／Ｏ入出力テスト 

 test_sio() //ＳＩＯ入出力テスト 

  

■開発環境  

ファイルは株式会社ルネサステクノロジ社 ＨＥＷ４のプロジェクト形式で構成されていま

す。中のソースファイルは㈱秋月電子通商のＣｂａｒ（ＧＣＣ ｏｎ Ｗｉｎｄｏｗｓ）、有限

会社イエローソフト社のＹＣＨ８、ＹＬＩＮＫでもコンパイル、実行ファイル作成できます。そ

れぞれの環境でファイルに変更等を加える必要はありません。＊１ 

この３つの環境で作成される実行ファイルはすべて「フォースライタ」で「ＢＣＨ８ＳＸ１６

５７」に書き込めます。 

 

＊ １ ㈱秋月電子通商のＣｂａｒでは警告が出ますが、動作は問題ありません。気になる場合、

ｖｏｉｄ ｍａｉｎ（ｖｏｉｄ）をｍａｉｎ（）に書き換えると消えます。 

 

【使い方概要】 

 

１． 初めにダウンロードしてください。「フォースライタ」のダウンロードで￥ＢＲＥ￥Ｈ８Ｓ

Ｘ１６５７ディレクトリの中に添付されてきます。 

 

２．Ｈ８ＳＸ／１６５７用のフォースライタで「ｔｅｓｔ１６５７ｓ．ｍｏｔ」を「ＢＣＨ８Ｓ



Ｘ１６５７」に書き込みます。 

 

３．フォースビューで０，１，２，３キーをクリックするとそれぞれ 

０＝test_da() //Ｄ／Ａ出力テスト 

 １＝test_ad() //Ａ／Ｄ入力テスト 

 ２＝test_io() //Ｉ／Ｏ入出力テスト 

 ３＝test_sio() //ＳＩＯ入出力テスト 

の動作が確認できます。リセットは「ＣＰＵ ＲＥＳＥＴ」をクリックしてください。また次の

動作を受け付ける待ちに入ります。 

 

【使い方詳細】 

 

【ＨＥＷ４でプログラムを修正、コンパイルする場合】 

１．ダウンロードするとＨ８ＳＸ１６５７の中にｔｅｓｔ１６５７ｓディレクトリがあります。 

 

 

 

 

２．ホルダごとコピーしてＨＥＷ４がプログラムホルダ用に作成したＷｏｒｋＳｐａｃｅディレ

クトリの中へペーストします。ＨＥＷによっては別ディレクトリになる場合もあります。 

 

 

 

３．ＨＥＷ４を開いて「最近使用したプロジェクトワークスペースを開く」で 

C:¥WorkSpace¥test1657s¥test1657s.hws 迄設定し、「ＯＫ」をクリックします。 

４．ＨＥＷ４で修正、コンパイルできる状態になります。 

 

【ｍｏｔファイルをＨ８ＳＸ１６５７に焼きこみ動作させてみる場合】 

フラッシュＲＯＭに書き込むｔest1657.mot ファイルは標準的なダウンロードの場合、以下の場

所にあります。 

 

C:¥BRE¥H8SX1657¥test1657s¥test1657s¥Debug 



【サンプルプログラムの書き込み、動作】 

 

 

      フォースビューモニタ画面のクリア ＣＰＵリセット 

 フォースライタのＶＩＥＷをクリックして、フォースビューを表示しておきます。ｔｅｓｔ１

６５７ｓ．ｍｏｔファイルを書き込みます。書き込み終了とともにフォースビューの画面には 

Ｈ８ＳＸ／１６５７ 

Ｎｏ？ 

と表示されます。 

  

 プログラムは入力待ちです。フォースビューで０，１，２，３キーをクリックするとそれぞれ

の動作が選択されます。 

０＝test_da() //Ｄ／Ａ出力テスト 

 １＝test_ad() //Ａ／Ｄ入力テスト 

 ２＝test_io() //Ｉ／Ｏ入出力テスト 

 ３＝test_sio() //ＳＩＯ入出力テスト 

 

 

 

 

 

 



■Ｄ／Ａテスト 

０をクリックし、Ｄ／Ａコンバータのテストを行います。 

 

 

 ここをマウスでクリックする。ＴＥＳＴ Ｎｏ＝０と表示されます。 

Ｄ／Ａの波形を観測すると以下のように三角形の波形を繰り返します。 

ＢＣＨ８ＳＸ１６５７のＣＮ４の３、４ピンを観測します。 

 

０～２５５（０～３．３Ｖ）までのＤ／Ａ出力を３０．３８４５ＫＨｚで繰り返しています。 

 

 



 

 

プログラムは以下の通りです。 

 

void test_da(void) 

{ 

//DA Test 

unsigned char dabuff; 

 

 MSTPCRA &=̃0x0020; //DA を使用する 

 

 dabuff = 0; 

 DACR01 = 0xff;  //DA0,1 出力   

  

 while(1) 

 { 

  DADR0 = dabuff++; 

  DADR1 = dabuff++; 

 } 

} 

 Ｄ／Ａ０，１とも選択し、２つあるＤ／Ａにそれぞれ０～２５５（０ｘ００～０ｘＦＦ）まで

の数をセットして出力電圧を変化させています。ｄａｂｕｆｆは２５５までは１ずつ加算され２

５５の次は０になりますので、三角形の波形になります。 

 

■Ａ／Ｄテスト 

ＣＰＵ＿ＲＥＳＥＴをクリックし、ＣＰＵをリセットさせます。１をクリックし、Ａ／Ｄテスト

を選択します。 



 

 

 Ａ／Ｄ０～３の４つの値が表示されます。それぞれのＡ／Ｄ端子（ＡＮ０～ＡＮ３）にボリウ

ム（１０ＫΩ以下）などを接続し、電圧を可変していくと数値が変わるのが確認できます。０～

５Ｖで０から０ｘ３ＦＦ（０～１０２３）まで変わります。 

 

■ＩＯテスト 

 Ｐ２、Ｐ３を出力に設定し、０、０ｘｆｆを繰り返しています。 

void test_io(void) 

{ 

 P2DDR = 0xff; //出力設定 

 P3DDR = 0xff; //出力設定 

  

 while(1) 

 { 

  P2W = 0xff; 

  P3W = 0xff; 

  wait(10000); 

  P2W = 0x00; 

  P3W = 0x00; 

  wait(10000); 

 } 

} 



 ウエイトで約１０Ｈｚの信号になっていますので、ＬＥＤを付けて点滅するのが確認で

きます。ウエイトの数を変えてＬＥＤの点滅時間が変化するのを確認できます。 

 

 

 

■ＳＩＯテスト 

 ＣＰＵ＿ＲＥＳＥＴをかけ３番をクリックします。以降、押したキーボードの値が表示されれ

ばＯＫです。 

 

 



 フォースビューのキーボードはクリックされた値をパソコンからマイコン側にアスキーコー

ドで出力します。 

 

void test_sio(void) 

{ 

 while(1) 

 { 

  char_out4(char_in4()); 

 } 

} 

 

 プログラムでは受信したデータをそのままパソコンに返しています。返ってきた値をモニタに

表示しています。 

 



■速度比較 

【ＢＣＨ８３０５２】動作波形 

 

【ＢＣＨ８ＳＸ１６５７】動作波形 

 

 今回、Ｈ８ＳＸ／１６５７の動作速度をＨ８／３０５２と比較してみました。前述のＤ／Ａ

出力プログラムを同じＨＥＷ４でコンパイルし、動作させ時間を計測しました。 

ＢＣＨ８３０５２では８．８７７８３ＫＨｚ、ＢＣＨ８ＳＸ１６５７では３０．３８４５ＫＨｚ

と約３．４倍の速度です。十分有意義な数値と見るかどうか評価は様々でしょうが、クロック比

は３５ＭＨｚ／２５ＭＨｚ＝１．４倍ですから、内部３２ビットバス幅＋２段パイプライン＋イ

ンストラクションＦＩＦＯの構成が利いているのか、かなり速くなっている印象は受けます。３

２ビット演算命令が追加されているので演算速度の比較も面白いと思われます。 

ご注意 

■ＨＥＷは株式会社ルネサステクノロジ社の登録商標です。 



■Ｗｉｎｄｏｗｓは米国マイクロソフト社の登録商標です。 

■ＣｂａｒはＫＥＮＣＨ氏によるフリーソフトです。 

■ＧＣＣ（ＧＮＵ Ｃｏｍｐｉｌｅｒ  Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ）Ｃ はＧＮＵプロジェクトによるフリーＣコンパイラ

です。 

■ＹｅｌｌｏｗＩＤＥ、イエロースコープは有限会 社イエローソフト社の登録商標です。 

■「フォース」機能、「フォースライタ」は弊社の発明です。知的財産権申請、登録されています。 

１．本文章に記載された内容は弊社有限会社ビーリバーエレクトロニクスの調査結果です。 

２．本文章に記載された情報の内容、使用結果に対して弊社はいかなる責任も負いません。 

３．本文章に記載された情報に誤記等問題がありましたらご一報いただけますと幸いです。 

４．本文章は許可なく転載、複製することを堅くお 断りいたします。 
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